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Chapter 3. 換気設備の入力

　様式3-1.（換気）『換気対象室入力シート』の入力例を次に示す。

（1）．地下1階の入力例

　地下 1階の『換気対象室入力シート』の入力例を図 3-3-1 に示す。入力した情報は、図

3-3-2「空調設備機器リスト（7）」（図面 - 空 -8、地下1階給気送風機部分を抜粋して再掲）、

図3-3-3「空調設備機器リスト（7）」（図面 - 空 -8、地下1階排気送風機部分を抜粋して再掲）、

図3-3-4「空調設備機器リスト（3）」（図面-空-4、地下1階換気代替空調機部分を抜粋して再掲）、

図3-3-5「空調設備ダクト系統図」（図面 - 空 -4、地下1階部分を抜粋して再掲）、図3-3-6「空

調設備配管系統図」（図面 - 空 -12、地下1階部分を抜粋して再掲）から読み取っている。

　なお、平成25年基準では、これまで計算対象外とされていた定格出力0.2kW未満の機械

換気設備も単相、三相問わず対象となることに注意が必要である。

様式３-1.（換気）換気対象室入力シート

図3-3-1　様式3-1.（換気）『換気対象室入力シート』の入力例（地下1階）

1．換気対象室入力シート
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図3-3-2*　空調設備機器リスト（7）（図面 - 空 -8：給気送風機の一部を抜粋）

図3-3-3*　空調設備機器リスト（7）（図面 - 空 -8：排気送風機の一部を抜粋）
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図3-3-4*　空調設備機器リスト（3）（図面 - 空 -4：パッケージ型空調機［換気代替空調機］）

図3-3-5*　空調設備ダクト系統図（図面 - 空 -9：地下1階部分を抜粋）
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図3-3-6*　空調設備配管系統図（図面 - 空 -16：地下1階部分を抜粋）

図3-3-7　空調設備自動制御フロー図（7）（図面 - 空 -24：換気設備部分を抜粋）
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■解説（各項目名の前にある丸数字は図3-3-1「様式 3-1.（換気）『換気対象室入力シート』

の入力例（地下1階）」の最上部にある丸数字と対応している）

①：階・室名・建物用途・室用途・室面積

　・「様式1（共通条件）『室仕様入力シート』の様式」に入力した室の中から換気計算対象室

の階、室名等を転記した。なお、本例の書庫や更衣室の新鮮外気導入に対する排気送風機は、

空調設備とみなしてエネルギー消費量計算を行った。

②：換気設備種類

　・この例の電気室では機器発熱負荷処理としてパッケージ型空調機を使用して冷房を行って

いるが、このパッケージ型空調機は換気設備として扱い、ここでは「空調」と入力した。

その他の室の給気送風機は「給気」と入力し、排気送風機は「排気」と入力した。なお、

MDF室の機器発熱負荷処理用パッケージ型空調機は、予備機であるため換気計算対象外と

している。（「第1編　Chapter 3　換気設備の入力　3．換気代替空調機入力シート」参照）

③：換気機器名称

　・この例では、設計図の機器記号を名称として入力した。

（2）．9階の入力例

　9階の『換気対象室入力シート』の入力例を図3-3-8 に示す。入力した情報は、図3-3-9「空

調設備機器リスト（7）」（図面 - 空 -8、9階給排気送風機部分を抜粋して再掲）、図3-3-10「空

調設備機器リスト（2）」（図面 - 空 -3、厨房の外調機を抜粋して再掲）、図3-3-11「空調設備

機器リスト（3）」（図面 - 空 -4：厨房のパッケージ型空調機部分を抜粋して再掲）と図3-3-12「空

調設備ダクト系統図」（図面 - 空 -4、9階部分を抜粋して再掲）、図3-3-13「空調設備配管系統図」

（図面 - 空 -16、9階部分を抜粋して再掲）から読み取っている。

■解説（各項目名の前にある丸数字は図3-3-8「様式 3-1.（換気）『換気対象室入力シート』

の入力例（9階）」の最上部にある丸数字と対応している）

①：階・室名・建物用途・室用途・室面積

　・図3-1-7 に示した『室仕様入力シート』（9階）の換気計算対象室の情報を転記した。

②：換気種類

　・この例では厨房給気は外調機で処理されているが、この外調機は給気送風機として扱い、

「給気」と入力した。また、厨房には室内負荷処理用パッケージ型空調機が設置されており、

これは循環用送風機として扱い、「循環」と入力した。その他の排気送風機は「排気」と入

力した。

③：換気機器名称

　・この例では、設計図上の機器記号を入力した。（図3-3-9「空調設備機器リスト（7）」、図

3-3-10「空調設備機器リスト（2）」参照）。
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様式３-1.（換気）換気対象室入力シート

図3-3-8　様式3-1.（換気）『換気対象室入力シート』の入力例（9階）

図3-3-9*　空調設備機器リスト（7）（図面 - 空 -8：排気送風機の一部を抜粋）
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図3-3-10*　空調設備機器リスト（2）（図面 - 空 -3）
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図3-3-11*　空調設備機器リスト（3）（図面 - 空 -4）

図3-3-12*　空調設備ダクト系統図（図面 - 空 -9：9階部分を抜粋）
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図3-3-13*　空調設備配管系統図（図面 - 空 -16：9階部分を抜粋）

図3-3-14　空調設備自動制御フロー図（5）（図面 - 空 -22：厨房外調機部分を抜粋）
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　様式3-2.（換気）『給排気送風機入力シート』の入力例を次に示す。

（1）．地下1階の入力例

　地下1階の『給排気送風機入力シート』の入力例を図3-3-15に示す。入力した情報は、先

述の図3-3-2「空調設備機器リスト（7）」（図面 - 空 -8：給気送風機の一部を抜粋）、図3-3-3「空

調設備機器リスト（7）」（図面 - 空 -8：排気送風機の一部を抜粋）、図3-3-5「空調設備ダク

ト系統図」（図面 - 空 -9：地下1階部分を抜粋）、図3-3-6「空調設備配管系統図」（図面 - 空

-16：地下1階部分を抜粋）、図3-3-7「空調設備自動制御フロー図（7）」（図面 - 空 -24、換

気設備部分を抜粋）から読み取っている。

様式３-2.（換気）給排気送風機入力シート

図3-3-15　様式3-2.（換気）『給排気送風機入力シート』の入力例（地下1階）

■解説（各項目名の前にある丸数字は図3-3-15「様式3-2.（換気）『給排気送風機入力シート』

の入力例（地下1階）」の最上部にある丸数字と対応している）

①：換気機器名称

　・図3-3-1「様式 3-1.（換気）『換気対象室入力シート』の入力例（地下1階）」で入力し

た地下1階の給排気送風機の名称を転記した。本例の電気室では機器発熱負荷処理として

パッケージ型空調機を使用して冷房を行っており、このパッケージ型空調機は「換気代替

空調機」として扱う。

２．給排気送風機入力シート
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②：定格風量

　・図3-3-2「空調設備機器リスト（7）」と図3-3-3「空調設備機器リスト（7）」に記載さ

れた各給排気送風機の設計風量を入力した。

③：電動機定格出力

　・図3-3-2「空調設備機器リスト（7）」と図3-3-3「空調設備機器リスト（7）」に記載さ

れた各給排気送風機の動力値を入力した。

④：制御による補正（高効率電動機の有無）

　・この例では、電動機出力が1.5kW以上の送風機において高効率電動機を採用しているため、

該当する換気機器は「有」にした。（図3-3-2「空調設備機器リスト（7）」参照）

⑤：制御による補正（インバータの有無）

　・地下1階の換気設備ではインバータは設置していないため、すべて「無」と記入した。

⑥：制御による補正（送風量制御）

　・この例の地下1階の給排気送風機は、電気室とMDF室の給排気送風機で室内温度による

発停制御が行われており、「温度制御」と入力した。（図3-3-7「空調設備自動制御フロー

図（2）」参照）

（2）．9階の入力例

　9階の『給排気送風機入力シート』の入力例を図3-3-16に示す。入力した情報は、図3-3-9「空

調設備機器リスト（7）」（図面 - 空 -8：排気送風機の一部を抜粋）、図3-3-10「空調設備機器

リスト（2）」（図面 - 空 -3：厨房の外調機を抜粋）、図3-3-11「空調設備機器リスト（3）」（図

面 - 空 -4：厨房のパッケージ型空調機部分を抜粋）、図3-3-12「空調設備ダクト系統図」（図

面 - 空 -9：9階部分を抜粋）、図3-3-13「空調設備配管系統図」（図面 - 空 -16：9階部分を抜粋）、

図3-3-14「空調設備自動制御フロー図（5）」（図面 - 空 -22、厨房外調機部分を抜粋）から読

み取っている。

様式３-2.（換気）給排気送風機入力シート

図3-3-16　様式3-2（換気）『給排気送風機入力シート』の入力例（9階）
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■解説（各項目名の前にある丸数字は図3-3-16「様式3-2.（換気）『給排気送風機入力シート』

の入力例（9階）」の最上部にある丸数字と対応している）

①：換気機器名称

　・図3-3-7「様式3-1.（換気）『換気対象室入力シート』の入力例（9階）」で入力した給排

気送風機の名称を転記した。

　・厨房給気系統に設置された外調機OAC-KT-9F は給気送風機として扱い、外調機の送風機

の仕様を②～⑥に入力した。また、厨房室内負荷処理用パッケージ型空調機ACP-KT-9F

は循環用送風機として扱い、室内機の送風機仕様を②～⑥に入力した。

②：定格風量

　・図3-3-9「空調設備機器リスト（7）」～図3-3-11「空調設備機器リスト（3）」に記載さ

れた各給排気送風機および厨房空調機の設計風量を入力した。

③：電動機定格出力

　・図3-3-9「空調設備機器リスト（7）」～図3-3-11「空調設備機器リスト（3）」に記載さ

れた各給排気送風機および厨房空調機の動力値を入力した。

④⑤⑥：制御による補正（高効率電動機の有無、インバーターの有無、送風量制御）

　・この例では、厨房外調機（送風機）と厨房排気送風機で高効率電動機が採用されているため、

これらについて「有」と入力し、その他は「無」と入力した。（図3-3-2「空調設備機器リ

スト（7）」、図3-3-10「空調設備機器リスト（2）」参照）
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　様式3-3.（換気）『換気代替空調機入力シート』の入力例を図3-3-17に示す。入力した情報は、

図3-3-4「空調設備機器リスト（3）」（図面-空-4、地下1階換気代替空調機部分を抜粋して再掲）、

図3-3-5「空調設備ダクト系統図」（図面 - 空 -9、地下1階部分を抜粋して再掲）、図3-3-6「空

調設備配管系統図」（図面 - 空 -16、地下1階部分を抜粋して再掲）から読み取っている。

様式３-3.（換気）換気代替空調機入力シート

図3-3-17　様式3-3.（換気）『換気代替空調機入力シート』の入力例

■解説（各項目名の前にある丸数字は図3-3-17「様式3-3.（換気）『換気代替空調機入力シート』

の入力例」の最上部にある丸数字と対応している）

①：機器名称

　・この例では、地下1階の電気室に設置されたパッケージ型空調機の仕様を入力した。電気

室のパッケージ型空調機1台とMDF室のパッケージ型空調機は予備機であるため、換気

計算対象外とした。

②：必要冷却能力

　・この例の地下1 階電気室では、図3-3-4「空調設備機器リスト（3）（図面 - 空 -4：パッ

ケージ型空調機［換気代替空調機］）」に記載されたように、２台設置されたパッケージ型

空調機のうち１台が予備機であるため、１台のみ計算対象として入力しており、必要能力

は機器選定の際の必要冷房能力4.3kWを入力した。

③：熱源効率（一次換算値）

　・この例の電気室のパッケージ型空調機の熱源効率（一次換算値）は、定格冷却能力

12.5kWを圧縮機動力2.8kWと屋外機送風機0.35kWの合計値で除し、それを一次エ

ネルギーに換算した値を入力した。（それぞれ小数点第3位を四捨五入して算出）

　　　電気室のパッケージ型空調機の熱源定格効率（一次換算値）

　　　　＝定格COP ×（3600 ÷ 9760）

　　　　＝｛12.5kW ÷（2.8+0.35）kW｝×（3600 ÷ 9760）＝ 1.46

④：送風機定格出力

　・この例では、電気室のパッケージ型空調機の室内機の送風機動力を入力している。（図

3-3-4「空調設備機器リスト（3）（図面 - 空 -4：パッケージ型空調機［換気代替空調機］）」

３．換気代替空調機入力シート
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参照）

⑤：ポンプ定格出力

　・この例では、パッケージ型空調機であるため空欄とした。




